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Reliques of Ancient Poetry『英国古謡拾遺集』（1765）と James Macpherson（ジェイムズ・マクファーソン）の
The Works of Ossian（オシアン詩群）や Thomas Chatterton（トマス・チャタトン）の偽作詩などを、当時これら
の詩の真偽に疑問をもった Joseph Ritson（ジョゼフ・リトソン）や Edmond Malone（エドモンド・マローン）な
どの評論家・学者と対置しながら、写本の編纂と修正に関する議論を体系的かつ詳細に追っている。 
 古代・中世趣味への回帰には、発見された草稿の真偽や修正の度合いが常に問題になるが、詩的想像力に力点を置
き、発見された古詩草稿に創造的な修正を施した詩人たちと、学問的な実証主義の立場から正確なテキストの編集を
めざす学者たちの間の対立と論争がバランスよく巧みに概観され、結論となるパーシーの『英国古謡拾遺集』におけ
る編集方針の変化へと結び付けられている。比較的に論じられることの少ないロマン派以前の詩人・評論家の係わり
合いを詳細に論じた点で高い評価が与えられた。パーシーの詩的想像力への関心が当時の庭園論から影響を受けたこ
とを論じた部分や、『英国古謡拾遺集』のテキストの版による相違と変化を論じた部分は独創性に富んでいる。ロマ
ン派へのつながりとしてあげられているコールリッジとの議論がやや手薄な印象を与えるものの、これは決して本論
文の価値を損なうものではない。 
 以上のように、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値のあるものと認められる。 
